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２つの行列 
 

 
， 

  

    
に対して

以下の各問いに答えよ。解答欄には答えのみを記せ。

問１ 行列が逆行列を持たないような定数の値を求めよ。

ただし、は２次の単位行列を表す。

問２ 問１で求めたの値を小さい順にとするとき、

を満たす行列を求めよ。

問３ 行列の積    を求めよ。

問４ 行列の乗   … を求めよ。

問５ として、行列をと定めるとき、行列が逆行列を

もたないような定数の値がただ１つしかないという。このような定数

およびの値を求めよ。

問６ 問５で求めたを用いて、行列をと定めるとき、  を求めよ。

問７ 行列の乗   … を求めよ。
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解説

２

自然数はを満たすとする。

問１ 次の不等式が成り立つことを証明せよ。
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問２ 次の不等式が成り立つとを証明せよ。
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問３ 問２の不等式より精密にした、次の不等式が成り立つとを証明せよ。
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のグラフを利用。

問２ として問１の不等式を利用

問３ として問１の不等式を利用

解説

問１   

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とおく。 はで常に正であり、単調減少である。
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問２ ①においてとすると、
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問３ ①においてとすると、
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３

次の各問に答えよ。

問１ ，… として

   


 



とおくとき、    を求め，     を    を用いて表せ。

また    を求めよ。

問２ で不等式





 が成り立つこと証明せよ。

問３ 関数  


 


に関する以下の問いに答えよ。

     の極値、極限
 
  を調べ、増減表を作りグラフの

概形を描け。解答欄には解答欄には増減表とグラフの概形のみを記せ。

 として，  と  および軸で囲まれる部分  の

面積  を求めよ。

  を軸のまわりに回転して得られる立体の体積  を求めよ。

 極限
 
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の値を求めよ。
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解説
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